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No４９ 

延岡教会年間目標「福音宣教に向けて心を尽くしましょう。」 

教皇フランシスコ回勅「兄弟のみなさん」を通して 

《垣根なき隣人》 

 イエスは、一つの問いに答えるために、このたと

え（善きサマリア人）を示されました。私の隣人と

は誰ですか、です。イエスの時代の社会では、「隣

人」は、最も近しい人、すぐ側に人を指すのに用い

られていました。サマリア人は、当時の一部のユダ

ヤ人からは、卑しく汚れた存在と見なされており、

助けるべき親しい人ではありませんでした。イエス

が、この発想を覆します。自分にとって近しい人は

誰かと問うのではなく、自分自身が近しい者、隣人

となるように招いておられるのです。 

 イエスは要求をもって締めくくります。「行って

、あなたも同じようにしなさい」（ルカ10:37）。

ですからこれからは、他者の隣人となりなさい、と

の呼びかけを聞く、そう言いたく思います。 

 この点は、すべての人に開かれた愛の考察にとっ

て非常に重要です。 

《寄留者からの問いかけ》 

 「よそ者であったときに宿を貸し・・・てくれた

」（マタイ25:35）とイエスが言うのは､他者の悲惨

な体験をご自分のものとする、開かれた心をもって

おられたからです。心がこのような姿勢になれば、

自分のこととして相手を見ることができます。つい

には、他者が「自分の肉親」（イザヤ58:7）である

ことを体験するのです。 

 キリスト者にとって、イエスのことばには、超越

的な次元があります。そこには、見捨てられた兄弟

、排除された兄弟、その一人ひとりのうちに、キリ

ストご自身を見ることが含まれているのです。信じ

る者は、神は一人ひとりの人間を永遠に愛をもって

愛しておられ、「それによって、人には無限の尊厳

が与えられている」ことを認識出来るようになるか

らです。さらに、キリストはすべての人のため、一

人ひとりのために血を流してくださ 

り、それ故、だれ一人として、この方の普遍の愛が

及ばぬ者はいないことを信じています。そして、私

たちが、神との親しいいのちである究極の源泉へと

至るならば、交わりにあるすべてのいのちの完全な

期限にして模範である、三つの位格の交わりに出会

うのです。 

第三章 開かれた世界を描き、生み出す 

 人間は、「余すことなく自分自身を与えない限り

」、自己実現も成長もなく、充足も得られないよう

に造られています。他者との出会いがなければ、自

分の真の姿すらも知ることは出来ません。「私は他

者と内面的に交わるほど、・・・わたし自身とも実

際に交わる」のです。このことが、なぜ人は、愛す

る具体的な顔がなければ、生きる価値を体験出来な

いのかを説明しています。ここに、真の人間存在の

秘密があります。なせならば、「いのちがあるのは

、きずな、交わり、兄弟愛のあるところです。真の

つながりと、実直な結びつきの上にあるのなら、い

のちは死よりも強いのです。それとは逆に、自分は

自分のみ帰属し、孤島のように生きているのだとい

ううぬぼれるなら、そこにはいのちはありません。

そうした姿勢には、死がはびこっています。」 

《超え出る》 

 愛は、各人の心の奥底から出てきずなを生み、人

を自分自身から他者へ向けて抜き出させるときに、

存在を広げます。私たちは愛のために造られて、一

人ひとりの内には、「脱魂の法則というべきもの・

・・他の人の中により完成した実在した実存を見い

だすために、自己の「外へ歩み出る」ものがあるの

です。 

 わたしたちの関係は、それが健全で本物ならば、

わたしたちを拡大し豊かにしてくれる他者へと開き

ます。真正である愛、成長を助ける愛、そして崇高

な形の友愛は、充満に至りうる心に宿ります。 

 ※８月号に続きます。   
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ミサの案内  

 

 

 

 

 

主  日 平  日  

 

 

 

 

１８時３０分～（土曜日）：延岡教会  

 ６時２０分～（日曜日） 

     ：聖心ウルスラ修道院聖堂 

 ９時３０分～（日曜日）：延岡教会  

 ６時２０分～ 

     ：聖心ウルスラ修道院聖堂 

★10時～（毎月第１金曜日） 

     ：延岡教会 

◎スルピス森山信三司教様誕生 

  ７月３日（日）午後２時より、J:COMホルトホール大分を会場として、長崎大

 司教区中村大司教司式により、大分教区新司教スルピス森山信三司教様が誕

 生します。新司教様の上に神様の豊かな恵みが注がれますようお祈りください。  

◎少年少女の集いについて 

 ７月２９日（金）に行われます。詳しくは、案内が届き次第、お知らせ致します。  
 

◎日本カトリック平和旬間（８月６日～１５日）  

 大分教区では、下記の要領で「カトリック大分教区平和の集い」が行われます。  

 １）実施日と場所 

  （１）８月 ７日（日）、宮崎教会 

  （２）８月１４日（日）、大分教会  

 ２）時間割り 

  １０：４５ 受付 

  １１：００ 講話（森山司教様） 

  １２：００ 昼食（各自） 

  １３：１５ ロザリオの祈り 

  １４：００ ミサ（森山司教様司式）：平和祈願ミサ  

◎主任司祭の動向 

 ７月４日（月）～６日（水）まで、司祭研修会参加のため不在となります。  

◎赦しの秘跡について 

 日曜日：午前８時４５分から９時１５分の間、告解室にて行います。   

◎聖書朗読者一覧 

 

 

 

 

 

 

月 日 主 日 第１朗読：朗読者氏名 第２朗読：朗読者氏名  

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

  

 


